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研究成果の概要（和文）：マルトリートメントによる幼児の行動異常に対して、保育士・幼稚園教諭が愛着形成
習得を目指してペアレントトレーニング技法を用いたチームアプローチによって対応し、行動異常を改善できる
かどうかを検討した。期間内に８名の対象児のうち７名で特別な配慮がいらない程度までに行動異常が改善し
た。過去の小・中学生を対象とした介入と比較して良い結果を得たが、介入には２～４年の長期を要した。今
後、同様の手法を用いて、より労力のすくない予防的アプローチの検討に期待が寄せられる。

研究成果の概要（英文）：This study assessed the effects of the Parent Training (PT) technique, in 
which child specialists (CSs) such as preschool teachers promote secure attachment in children with 
aberrant social behavior following maltreatment, using a team approach.  Behavioral abnormalities in
 both school and home resolved in 7 out of 8 cases. These cases received the intervention for 2 to 4
 years.  This study indicates that the PT technique as applied by child specialists using a team 
approach may be a useful intervention for fostering secure attachment in children with maltreatment 
who exhibit behavioral abnormalities. Early detection and intervention are necessary to address 
successfully the behavioral abnormalities of children with maltreatment.

研究分野：小児行動医学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 我々は、これまでの研究で以下のことを明
らかにしてきた。平成 20～22 年度の科研費
基盤(C)「軽度発達障害を看護支援するペアレ
ントトレーニングの研究」では、注意欠陥多
動性障害の子どもへの支援方法であるペア
レントトレーニングを、日本の国民性にあわ
せて改変し、小中学校など子ども集団でも有
用であることを証明した。加えて、自閉症ス
ペクトルがある子どもにも有用な技法を見
いだした。 
 平成 23～25年度の科研費基盤(C)「軽度発
達障害の幼児を看護支援するペアレントト
レーニングと被虐待児への応用」では、平成
20～22 年に開発した手法が、軽度発達障害
がある幼児期の子どもでも有用な手段であ
ることを証明した。あわせて、小中学校での
被虐児童への応用を試み、愛着形成の再獲得
過程を担当する役割（＝母親役）の教員を配
置するチームアプローチとペアレントトレ
ーニングの手法とにより、小中学校での被虐
児の行動異常を修正し得た。 
 以上の研究過程で浮かび上がってきたの
は、行動異常がある子どもの増加である。微
細運動障害（＝発達障害が疑われる）による
スクリーニングをかけられた子どもの数は
ほぼ一定している。これに対して、教師によ
る行動観察（＝発達障害あるいは不適切な子
育てが疑われる）で異常を指摘される子ども
はこの 10年で有意に増加している（図１）。 
 2002 年では微細運動障害がある子どもが
教師の行動観察によって異常を指摘される
子どもより有意に多かったのに対し、2012
年ではそれが逆転している。このことは、小
児保健・学校保健上の課題として、不適切な
子育てによって引き起こされる行動異常が、
急激に増加していることを意味している。 
 
図１ 教師による気になる子どもの増加 

 
 これまで行ってきたペアレントトレーニ
ング（PT）の研究では、行動異常が明らかに
なった子どもへの対処方法を子ども集団の
中で行えるようにする検討であった。すなわ
ち、幼児期から学童期における発達障害によ
る行動異常、および、学童期における虐待に

よる行動異常を改善させるための手法を開
発してきた。 
 先に示したように、昨今の小児保健・学校
保健上の課題が不適切な子育て（マルトリー
トメント）によって引き起こされる行動異常
へと変化しつつある以上、PT 手法の新たな
展開として、不適切な子育て（虐待）によっ
て引き起こされる行動異常の予防が研究課
題として浮かび上がる。 
 
２．研究の目的 
 発達障害ならびにマルトリートメントに
よって引き起こされる行動異常への予防で
あるため、今後の研究は以下の５つの観点か
ら検討する必要がある。 
 ①幼児期の被虐待児および子ども集団へ
の PT手法の有用性の確認、②幼児期の被虐
待児に特有の支援方法の確立（以上は三次予
防的アプローチ）、③幼児期・学童期を通し
て、発達障害・虐待を問わず、行動異常を認
める幼児・児童を早期発見する方法の確立、
④早期発見した幼児・児童に対する、PT 手
法を応用した新たな手法の開発（二次予防）、
⑤上述の一次・二次予防の手法の行政におけ
る活用方法の検討である。 
 上述の①～②については、本研究において
実際に研究協力自治体等にて試行し、成果を
検討する。 
 ③～⑤については、研究協力自治体の地域
診断から、今後の検討に必要な基礎的な情報
収集を行うこととした。 
 
３．研究の方法 
これまでに開発してきた PT 手法が、行動
異常がある幼児期の子どもの行動異常を改
善するかどうかを調べる。 
マルトリートメントによる行動異常を呈
する学童においては、養護教諭を中心として
愛着形成の再習得を目的として行動するメ
ンバー（通称：母親役）と、担任を中心とし
て、社会生活能力の育成を目的として行動す
るメンバー（通称：父親役）とにわかれて、
チームアプローチで子どもに対応したとこ
ろ、明らかな行動上の変容が認められた。 
本研究では、同様のアプローチを保育園・
幼稚園で行うが、保育園・幼稚園には養護教
諭は配置されていないので、保育園・幼稚園
内での役割分担を決めたチームアプローチ
を行った。 
実際には、保育園内での保育士、幼稚園で
の教諭には限りがあるため、管理職（主任や
園長など）が母親役を分担したり、補助保育
士、補助員や看護師などが母親役を分担した
りして対応した。 
マルトリートメントを受けている子ども
ならびに子ども集団への影響について、検討
した。 
また、一次予防および二次予防的アプローチ
については、協力市町村において妊娠届出票
を用いて、子育てに対する不安や養育状況に



ついて調査し、どのような子育て支援が望ま
れるかに関して、予備的な調査を行った。 
また、PT 技法を簡単にまとめた A4 一枚の
プリント（図２）を作成し、協力児自体にお
いて、１歳半健診や３歳半健診などで配布し、
その感想をもとめ、保護者および支援者のニ
ーズ調査を行った。 
 
図２ 簡易版 PT プリント 

（小学館 小学２年生連載原稿から作成） 
 
 
 上記の研究にあたり、山形大学医学部倫理
委員会の許諾を得た。 
 
４．研究成果 
 幼児期の被虐待児に対して、支援者が PT
技法を用いてチームアプローチで対応した
ところ、最終的には８名のうち７名で行動異
常の程度が著しく改善し、特別な配慮をする
必要がなくなった。残る１例でも、家庭内の
行動異常が残存したものの、保育園・幼稚園
内での行動異常はほぼ消失した。 
 ただし、特別な配慮をする必要がなくなる
までに、１例を除き２年以上、最長で４年の
アプローチが必要であった。すなわち、保育
園・幼稚園の期間のみでは介入終了に至れず、
小学校でも介入を行っていただく必要があ
った。 
 これまでの小中学校での介入では、行動の
改善は得られていたが、特別な配慮をする必
要がなくなるほどの効果は得られておらず、
幼児期における早期介入の重要性が示唆さ
れる結果となった。 
 妊娠届出票を用いた検討では、妊娠がわか
ったときに「うれしい」と感じる妊婦が、10
年前に比べて有意に減少していることが判
明した。特に 20 歳未満、20 歳以上 25歳未満
の妊産婦においては、より減少していること
がわかった。 
 乳幼児健診の場における簡易版 PT プリン
トを用いた PT 手法についての紹介について
は、多くの保護者から、この手法が多いに「役
立つ」、「役立つ」と思うという回答が得られ、
子育て支援の意味でも PT 手法が有用である
可能性があると思われる。今後の研究が待た
れる。 
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